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ロートレッグ11のポスター芸術
千　葉　　順
　パブロ・ピヵソ②が19歳のときに描いた『青い部屋』La　Chambre　b1eueと
題される絵がある。1901年，いわゆる《青の時代》lap6riOdebleueの始まる
ころの代表的な作品のひとつである。画面左手の窓からの光を浴びて，中央や
や左寄りに，大きな平たい浴用盟に立つ裸婦が，水のしたたる布状のもので体
をこすっている。部屋の右手に丸テーブル，奥には大きな寝台が置かれてい
る。寝台の上方，つまり部屋の奥の壁には，ロートレックの制作したポスター
『メイ・ミルトソ』May　Milton（1895年）が貝占られてある。
　この絵に描かれた部屋は，ピカソが2度目のパリ滞在中帽］に借りていた，ク
リシー通り130番地の建物の7階の居問兼アトリエである。ピカソの部屋の壁
に貼られたロートレックのポスターは何を語るものであるのか。このポスター
を，はっきりとそれと判るように描いたのは何故であるのか。
　若き日のロートレックの崇拝の対象がドガ｛4〕であったように，若き日のピカ
ソの憧撮の対象はロートレックであったと言ってよいだろう。ピカソは1回目
のパリ滞在以来，ロートレックに惹かれ，主題と技法の面で強い影響を受げた。
ドガの『アプサソト酒』L’Absinthe（1877年）に画題を借りて，ロートレック
は『すげない伸』A　la　mie（1891年）を描いたが（手法はヴァン・ゴッホ｛5］か
ら借りている），ピカソはrすげない伸』から画題を借りてrふたりの軽業師』
Deux　Saltimbanques（1901年）を制作する。ドガを師表とすることからロー
トレックが彼の絵画を完成させていくように，ピカソはロートレックを学ぶこ
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とによって《青の時代》を始めるのだ。
　ピカソがr青い部屋』を制作した1901年は，ロートレックが世を去った年で
ある。画家の道を歩み始めたぱかりの若い画家の部屋に貼られたロートレック
のポスターは，36歳という早過ぎる死をむかえたモソマルトルの画家への，哀
惜の念と敬愛の想いの表明であったろう。やがてピカソの憧慣の対象は，ヴァ
ン・ゴヅホとセザソヌ崎〕へと移ってゆく。
　ピカソの都屋を飾るものが，ロートレックの油絵（あるいは油絵の複製）で
はなくて，ポスターであったことに注目したい。当然，若い画家にとって，ポ
スターの方が入手しやすかったからに違いないのだが，当時，ロートレックの
ポスターがどのように若い老たちから受げ入れられたかを示していよう。すく
たくともピカソは，ロートレックのポスターを，素晴らしいもの，学ぶべきも
の，新しい芸術を表明するものと見ていたことを語っているように思われる。
《青の時代》のピカソが，ほかのポスター作品ではなくて，『メイ・ミルトソ』
を選んだ理由ははっきりしている。『メイ・ミルトソ』が，青いポスターであ
ったからだ。
　ロートレックは全部で30点（31点と数える老もいる）のポスターを制作した
が，一番最初のポスター作品は，有名な『ムーラン・ルージュのラ・グリュ』La
Goulue　au　Mou1in　rougeである。
　1891年10月，母親に宛てた手紙で彼は，rぽくのポスターが，今日パリの壁
壁に貼られました」例と報じ，その12月には「壁々に貼られたぼくのポスター
は，素晴らしい効果を発揮しました。印刷屋の犯した誤ちが，すこしばかり作
品を損っていますげれどもね」｛8｝と，このポスターの出来映えを，いかにも満
足げに語っている。繰り返して用いられている《ぽくのポスター》という言葉
に・手塩にかけた作品に対するなみなみならぬ彼の愛着が感じられる。r印刷
屋の犯した誤ち」というのは，印刷屋が自分の住所と名前をポスターに刷り込
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んでしまったことだ。rパリ，マルテル街10番地，Ch．レヴィ」と印刷されて
いる。印刷屋は広告用ポスターのしきたりに従ったまでのことであったのだろ
うが，ロートレックは，それによって芸術作品が損われたと考えたのだ。
　それまで，《街頭のフラゴナール》｛9］と呼ぼれたジュール・シェレωのポスタ
ーが，パリ市民に圧倒的な人気を博していた。アルルカソやピエロが跳びはね，
《シェレ風の官能的な美女》ωが楽しげに踊っているといったシェレのポスタ
ーは，パリ市民の眼を充分に楽しませていた。だがシェレのポスターよりも蓬
かに新鮮で美しい「ムーラソ・ルージュ」のポスターを見た群集は，熱狂して
そのポスターを貼って街をゆく宣伝馬車に従いてまわった。画家で版画家のフ
ラソシス・ジュールダソ胸も，その時の感動を追想して語っている。
　　　rムーラソ・ルージュのポスターを眼にしたときに受げた衝撃は，今も
　　　　　　　　　　　　　　　　日■トレツク　　なお忘れられない。Tの字をLautrecの頭文字に繋いで一本の横線にし
　　　　　　　　　　　　　　　　　オ■トレツク　　たポスター下方の署名を，私はHautreCと読むのだと思いこんでしまっ
　　た。あの華麗でみずみずしい絵が，ある種の二輸馬車に貼られて，オベラ
　　座通りを進んで行くのを，歩道から眺めて興奮し，私もそれに従いて歩き
　　始めたことを想い出す」。肚劃
　ジュールダンの文章は，ロートレックのポスターが，バリ市民からどのよう
な受げとられ方をされたか，どれほどの感動を彼らに与えたかを余すことなく
伝えてくれる。
　ポスターの中央には右脚を高だかとはね上げ，白いレースを波うたせながら
踊る「ムーラン・ルージュ」の象徴ラ・グリュ側のかわいい姿が，くっきりと
浮び上っている。前景には，ダンスの名手r骨なしヴァラソタン」㈲の無表情
で陰気くさい顔と，しなやかな体が輸郭線と灰色のシルエットで描き出されて
いる。後方の群集は，黒一色の幅の広い帯状に描かれ，婦人帽の羽根飾りや山
高帽のかたちを背景から際立たせている。
　このポスターの画面の構成，色彩の対照，文字の処理，いずれもみた斬新で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　257
　58
あり，大胆であり，説得力に富んでいる。ロートレックは第一作で勝利を得
た。彼は一躍してパリ市民のあいだで名を識られるようにたった。もちろんポ
スター画家としてである。
　「ムーラソ・ルージュ」のポスターの成功は，ロートレックのその後の制作
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コトグラ活動にとって極めて重大な意味をもつことになるのだが，ポスター芸術と石版
フイ
画の歴史そのものにとっても，この作品の出現は重大な意義をもっていたと言
わねばならないだろう。
　今日われわれが眼にしているような大型のポスターがフラソスの街頭に現わ
れるのは，1840年代になってからだ。それまでは，きわめて稀に多色刷りも見
られたが，ほとんどが白黒のもので，いずれにせよごく小さなものであった。
せいぜい出版杜の新刊予告に用いられていた。
　フラソスでポスターが宣伝のため大いに用いられるようになるのは，イギリ
スの後を追ってのフランスの産業の発展と，《ドイツで生れてフランスで芸術
となる》リトグラフィ技術の発達と無関係ではない。リトグラフィの発明者と
されるドイツのアロイス・ゼネフェルダー㈹がいまだ存命中，すでにフランス
では，ジェリコ胴，ドラクロワ⑱，ドーミニ㈹などが石版画を用いて芸術作品を
制作していた。このリトグラフィ技術の発達と産業の発展との結びつきから，
宣伝用ポスターが誕生したと考えてよいだろ㌔19世紀の中頃すでに，パリの
石版印刷労働老は4，000名にも及んだと伝えられている。
　マネ㈱，ドーミエ，ポナール帥といった一流の画家たちもポスター制作を行
ったが，ロートレックがポスター制作を手がげるまで，この領域でジュール・
シェレに対抗しうる者はいなかった。
　1859年から1866年までイギリスに滞在し，多色刷りの石版印刷技術を学んで
きて，1881年，パリにアトリエを設けたシェレは，これまでのどのようなポス
ターよりも明るく藩刺とLたポスターを制作し，芸術ポスターの分野に君臨し
ていた。ポスターに対する芸術面での一般の関心が高まり，国際ポスター展が
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各地で催されるほどになったのも，シェレのお蔭である。1889年とその翌年に
催されたシェレのポスター展の人気は絶大で，貼られたばかりのポスターを壁
からはぎ取ったり，貼り手を買収して貼る前のポスターを手に入れようとする
者もいたほどだ。ポスターを専門に扱う画商さえも現われた。
　1889年，フラソス革命百年を祝う万国博覧会がパリで催される。産業の力に
徴塵の疑いも抱かず，黄金の時代の黎明を告げるものと思われ，便利さと至福
に満ちた明日が期待されている。幸せでお酒落た《ベル・エポック》は，初々
しい若さのなかで未来に向かって開かれていた。エッフェル塔が建てられ，
rムーラン・ルージュ」が開店した。
　1891年にロートレックは，モンマルトルの象徴となったrムーラソ・ルージ
ュ」からポスター制作の依頼を受げた。ロートレックがその依頼に悦んで応じ
たのも，彼が時の風潮，時代の好尚に対して敏感な対応を示す傾向を持ってい
たからに他ならたい。だがそれよりも，この分野，彼にとって未知の分野での
自分の能力を世に問うこのうえもない機会であると思ったからに違いない。こ
れはまた，誰からも敵う者在しと思われていた芸術ポスターの第一人者シェレ
ヘの挑戦をも意味していた。1889年，rムーラソ・ルージュ」開店披露のポス
ターをシェレが制作し，たいそう評判だったからだ。
　ロートレックはなみなみならぬ意気込みで制作に取り組んだ。そのころ母親
に宛てて書いている。r制作はとても楽しみです。アトリエには感動がみなぎ
っています。ぽくにとって，新しい感動です」。幽彼のアトリエにみなぎる《新
しい感動》は，その後5年間も続くことにたる。
　翌1892年には，r首吊り』Le　Pendu，r歓喜の女王』Reine　de　joie，rアソ
バサドゥールのアリスティド・ブリュアン』Aristide　Bmant　aux　Ambas－
sadeurs，『エルドラドのアリスティド・ブリュアン』AristideBmant註1’E1－
doradoなど4点を，1893年には『ディヴァソ・ジャポネ』Le　Divan　Japo－
nais，『ジャルダン・ド・パリのジェー＝■・アヴリル』Jane　Avri1au　Jardin
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de　Paris，『コデュー』Caudieuxなどを制作する。ロートレックは，いずれの
作品にも意匠を凝らし，それぞれ異なった味のポスターを制作するという発想
の豊かさを示し，またたく問に芸術ポスター制作の第一人者の地位を獲得した。
　先にも触れたようにロートレックは30点のポスターを制作したのだが，第一
作のrムーラソ・ルージュのラ・グリュ』と最後の作品，1899年に描かれた
『ジェーン・アヴリル』Jane　Avri1を除いた28点は，1892年から1896年の5
年間に制作された。ほぼ2ヵ月に1点の制作ということになる。
　ポスター制作を続けたこの5年間は，冒一トレックの生涯で最も充実した最
も多産な時期である。これに続いてやってくる精神状態不安定な時期と，早過
ぎる死とを予感しての，追われる者の性急な生き方，制作ぶりを示しているの
かもしれたいo
　この5年問は，ロートレックの観察の場が，老ンマルトルから他の場所へ，
つまりパリ中心部の劇場やカフエ・コンセールに，あるいは「ビュファロ」や
rセーヌ」の自転車競技場に，rサソ＝ルイ」病院の手術室に，デ・ムーラン
街やダソボワーズ街の娼家にと拡大されていく時期である。
　また，当時の文学や絵画に重要な役割を果たしていた象徴派の雑誌rラ・ル
ヴユ・ブラソツユ」鯛に集まる芸術家や文学老たちの伸間にはいり，作家のト
リスタソ・ベルナール酬，ロマソ・コーリュス㈲，ジュール・ルナール㈱，ヴィ
リエ・ド・リラダン㈲だとか，詩人のステファヌ・マラルメ㈱，アソリ・ド・
レニエ㈱，批評家のポール・ルクレール㈱，フェリクス・フェネオソ馴などと親
しく付き合った時期である。
　さらにまた，オラソダ，ベルギー，イギリスに何度か出かけて行ったし，ス
ペイソ旅行は2度も試みている。2度の展覧会を催Lたり，さ重ざまな展覧会
に出品する時期でもある。歩行の自由を欠き病気勝ちの画家としては，想像し
がたいほどの活躍ぶりだ。それに加えて日常の過度の飲酒，遁度の快楽……。
その間に，『デ・ムーラソ街のサロソにて』Au　sa1on　de1ame　des　Moulins
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（1894－95年）だとか『ボレロを踊るマルセル・ラソデ』Marcelle　Lander
dansant1e　bo16ro（1895年）などといった大作を含めて150点を越す油彩画，
　　　　　　頸トグラフイ200点を越す石版画，無数のデッサソを制作している。ロートレックにとって
最も自信と活力に満ちた時期，これを燃焼の時期とでも呼ぶべきだろうか。目
まぐるしいほどの多忙をきわめた時期に，集中，配慮，計画性，日数を要する
ポスターの仕事に打ちこみ続けたというのも，ポスター芸術に対する彼の熱中
を語るとしか言いようがない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，トグラフイ　石版技術によるrムーラソ・ルージュ」の制作とその効果は，石版画そのも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コトグラフイのに・対しても，彼の眼を開かせた。ロートレックの石版画の作品数を，デルテ
ール働は387点と数えている。そのほとんどの作品が制作されるのは1892年か
ら1898年までの7年問である。それ以後は，1899年の2月末から5月まで，画
家がアルコール中毒治療のためヌイイの精神病院に拘禁された際に，精神の健
全を証明しようとLて記憶をたよりに制作したサーカスの情景の一連の作品が
あるだげだ。rラ・ルヴユ・ブラソシュ」の発行者タデ・ナタンソソ鯛は，ロー
トレックの追想記の中で，ロートレックが7年問に，平均して年に約50点，月
　　　　　　コトグ写フイに4点づつの石版画を制作したと指摘している。幽
　ロートレックはポスターを制作するために驚くほど周到な準備を行った。rム
ーラソ・ルージュ」のポスター制作に当っては，木炭で無数の下絵を描いて細
部まで検討を加え，それに色をのせて効果を確かめ，主要な人物像ラ・グリュ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明｝グラフイやヴァラソタソをそれぞれ別に油彩で描いた。石版画を制作する場合も全く同
様で，彼の石版画の傑作『大桟敷席』La　Grande　loge（1897年）だとかrムー
ラン・ルージュの英国人』L’Anglais　du　Mou1in　Rouge（1892年）を制作する
のに，下絵の他に，同じ構図の油彩画を先に描いている。ロートレックの600
点におよぶ油彩画には，ポスターや石版画の習作がかなり含まれている。この
　　　　　　　　　　　　リトグラフイことは，ロートレックが石版画やポスターに，油彩画と同等の価値を認めてい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！｝■ラフイたことを示している。それと同時に，ポスターや石版画に対する清熱を語って
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いる。彼の情熱を掻き立て，彼を熱中させたものは何であったろうか。ただ単
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　型トに新しい表現方法の発見であったとは思われたい。ポスター制作は5年間，石
グラフイ
版画制作は7年問も続くのである。
　19世紀末の芸術の特色は，ひと口で言うならば，外界再現の芸術という従来
の考え方を打破し，芸術の装飾性を復活させることにあった。このような芸術
動向を反映させて，最も活発な前衛的活動を行っていた芸術家の集団がブリュ
ッセルのr二十人会」Soci6t6des　vingtであった。r二十人会」の展覧会は，
1891年の第8回展以来，ポスター，工芸デザイソなどの装飾芸術に力を注ぎ，
それが1894年にr自由美学」La1ibre　esth6tiqueに発展する。ロートレック
は1888年以来，たびたびこの会の展覧会に出品を要請され，ヴァソ・デ・ヴェ
ルデ闘などの「アール・ヌヴォー」Art　nOuveauの芸術家たちと親交を結び，
彼らから多大の示唆を受げた。
　一方7ラソス国内では，絵画そのものの装飾性を求めるというのが一般的な
傾向であった。装飾性を所有するものこそ真の絵画だという理論をもっていた
のは，モーリス・ドニ㈱，ボナール，ヴユイヤール帥，ヴァロットン㈱などの「ナ
ビ派」の画家たちである。タデ・ナタンソンの雑誌「ラ・ルヴユ・ブラソシ
ュ」がもっぱら彼らを擁護していた。1891年，rムーラソ・ルージュ」のポス
ターを制作した際に識り合ったポナールとの親交から，ロートレヅクはこの派
の画家たちと親しくなった。
　このような内外の前衛的な芸術家たちとの交際を通じて，ロートレックは装
　　　　　　　　　　　　　　，トグラフイ飾的芸術，とりわけポスターや石版副こ対する情熱を掻き立てられたのだろう
が，それと同時に，あるいはそれ以上に，彼の生来の気質と密着した目本の芸
術に対するあこがれが，彼に版画という表現形式を追求させたと考えられる。
　ロートレックの日本美術への傾倒は，日本に対する異国趣味と同時に始まっ
た。1882年，17歳のロートレックはパリに出て，レオン・ボナ闘の画塾にはい
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る。画塾の伸間入りを済ませた目に，rこうたったからには断じて後には引け
童せん」と父親に書き送り，その手紙の中で，rムーア㈹さんという聾亜のアメ
リカの画家が，日本のすばらしい骨董品をここにたくさん持ってきまLた」㈹
と書いている。書簡で見る限り，これが目本という言葉を用いた最初であるか
ら，ロートレックの日本趣味および日本美術への傾倒は，この時期から始まっ
たと考えてよいだろう。
　ロートレックの父親が中近東の品物に目がなかったように，ロートレックは
日本から来た品物であれぱ何であれ買い求め蒐集した。人形，刀剣，甲胃，根
付け，着物，懸軸，浮世絵……。彼の作品に押された花印は，日本の刀の鍔を図
案化したものだと言われている。着物姿で撮った彼の写真さえ何枚も残されて
いる。1888年に描いたrリリー・グルニエの肖像』Portrait　de　Lily　Grenierで
はリリーに日本の着物を着せている。1891年に彼のアトリエで制作したrアン
リ・ブールジュの肖像』Portrait　d’Henri　Bourgeやrポール・セスコの肖
像』Portrait　de　Pau1Sescauでは，モデルの背後の壁に，日本画の懸軸がか
けられてある。このような事例が語るロートレックの日本趣味は，当然，彼の
絵画に多大の影響を及ぼすことになる。影響の仕方はさまざまだが，最も端的
なものとしては，1889年作の『化粧する婦人』Femme註sa　toi1etteがある。
優雅な女性の部屋である。婦人は化粧品を並べたテーブルの三面鏡に向かって
いる。化粧というひとつの快楽に耽って余念がない。纏綿たる情緒をただよわ
せた絵で，画面からは香水や脂粉の香りが匂ってくるような思いがする。いわ
ば油絵で描いた浮世絵の世界，ロートレックの得意の境地だ。画面の婦人が向
かっている鏡の裏側や，室内の椅子の背もたれには，日本画が描かれている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユヨール・デ・点ザール　レオソ・ボナの画塾に入門した年の秋，ポナが国立美術学校の教授に任命さ
れたために突如として画塾を閉鎖したので，ロートレックは数名の友人たちと
共にフェルナン・コルモソ吻の画塾に移った。彼はほぼ5年間そこに通うこと
になる。この5年問に，彼は画塾伸問との交際から・マネ鰯・モネ幽などの印
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象派の画家たちに対する共感，ドガヘの崇拝，日本美術への憧僚を育んだ。
　ロートレックの芸術は，栄光あるフランス絵画の伝統に忠実な2名の大家，
肖像画の大画家ボナ，歴史や文学を主題とした絵画での第一人者コルモンから，
厳しくアカデミックな絵画技法を教え込まれると同時に，日本美術とりわけ浮
世絵版画の影響を受けて形成されたと考えてよいだろう。
　ロートレヅクは，印象派の絵画理論そのものに。は全く無関心であったが，彼
らの明るい色彩と彼らが所有する日本の版画から学びとったものとを糧とした。
彼の偶像であったドガから譲り受けたものも，主題は別として，画面構成や視
点の取り方など，ドガが日本美術から学んだ美学的要素であったと見ることが
できる。コルモンの画塾に入ってきたヴァン・ゴッホにロートレックが画塾仲
問の誰よりも先に深い親近感を抱いたのも，癒されるすべのない心の傷をもっ
た精神的同類をこのオランダ人に見ると同時に，浮世絵版画に並外れた関心を
抱く美学的同類をこの炎のような画家に認めたからだ。
　マネ，そネ，ドガなどの印象派の画家たちと同様に，印象派の画家たちの影
響下に制作活動を行い始めた次の世代の画家たちにおよぼした日本美術のより
強烈な影響は否定しようもなく歴然としている。ヴァン・ゴヅホ，ゴーガン絢，
ボナール……。要するにそれは当時の芸術家一般の傾向であったと言ってもよ
い。だが，その受げ入れ方はさまざまだ。ただ単に異国趣味から日本に興味を
抱くだけの者もいたし，ヴァン・ゴッホのように日本版画の明るい色調と強い
輸郭線を用いた者もいた。ドガのように巧みな描法と目新しい画面構成に影響
された者もいたし，ゴーガンのように平面塗りの色面の対比を取り入れた著も
いた・ヴァン・ゴッホがアルルから弟テオに送ったおびただしい手紙には，随
所に日本美術に対する讃美と同時に彼の絵画を日本美術に接近させようとして
いる努力が語られている。rぼくの仕事のどれもこれも，いくらかは日本の版
画に拠っている。……日本芸術は本国においては頽廃期にあるが，フランスの
印象派の芸術家たちのなかに再び根をおろしている」。鰯
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　ロートレックの場合も同じであったと言える。だが，彼の日本へのあこがれ，
日本美術への傾倒ぶりは，同時代の画家たちの誰にも劣らたかった。日本美術
は彼の師表でさえあった。極めて大胆な試みを行った1887年の『フェルナソ
ド・サーカスにて』Au　Cirque　Femando以後，油彩画にはさまざまな面で
の日本美術の特徴が判然と認められるようになるのだが，ポスターの制作を行
うようになってからは，いちだんと積極的に日本美術を目指すようなる。まる
で彼自身の浮世絵を制作しようと意図しているようた趣きでさえもある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リトグラフイ　彼のポスター，ポスター制作が端緒とたって制作することになる石版画を見
れば，彼がどれほど日本の芸術，とりわけ浮世絵版画の芸術要素を作品に取り入
れようとしているか一目瞭然だ。黒を含めての思い切った色彩，判然とした輸
郭線，平塗りの色面の並置，画面の大胆な区切り方，視点の置き方など，彼の
華麗たポスターの斬新で大胆な手法とみなされるものは，いずれもみな浮世絵
版画が所有する芸術要素の適用である。これが彼のポスターに，明るく華やか
なだけの従来のポスターに見ることができなかった追力を与え，直裁性，装飾
性を与えたのだ。マネ，ドーミエ，ボナールなどのようにポスター制作を行っ
た他の画家たちと異なって，ロートレックにおけるポスター制作は，げっして
彼の余技ではない。彼の芸術のひとつの頂点を示すものである。
　「ムーラン・ルージュ」のポスターの制作は，ロートレックにもうひとつの
重大な啓示を与えた。ポスターが宣伝という実際的な効用をもつばかりカ㍉ポ
スターという表現手段によって路上の大衆に直接語りかけることができるとい
うことだ。
　ロートレックは21歳のころから，「ル・ミルリトン」物，rル・クーリエ・フラ
ンセ」鶴，rパリ・イリュストレ」鶴などの新聞雑誌に悦んで作品を提供してき
た。彼が大衆に語りたかったからであ乱極めて豊かな資産にめぐまれた伯爵
家の嫡男として生まれたロートレックは，金銭を念頭において制作する必要は
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全くなかったし，それを考慮して名を売る必要もなかったはずである。もしポ
　　　　コトグラフイスターや石版画よりも油彩画の方が卓れた芸術であると考えたならば，当然，
　　　　　，トグラフイポスターや石版画の制作数を減らしてでも，もっと油彩画を制作したはずだ。
　　　　　　　　咀トグラフイ事実，ポスターや石版画を制作するようになってからは，眼に見えて油彩画の
制作数を減少している。
　浮世絵版画を愛したロートレックは，版画のもっ庶民的性格に惹かれなかっ
たろうか。ロートレックは官展や杜交界展に集まる勿体ぶってとり澄ました特
権階級の人たちよりも，人生の哀しみや悦びを知っている庶民に語りたかった
に違いない。r語りたいことを，語ればいいのだ」鉤と彼はよく言った。語りた
いものをもつ画家は，語りかげる対象をもつ。ロートレックの語りたかった対
象は・真の人生を生きる大衆なのだ。ロートレックのデカダソスは，彼が歓楽
街の退廃の雰囲気を描いたり，娼家に泊りこんで《人目から隠された》さまざ
まな清景を描いたことにあるのではない。日常の生活においても，芸術活動に
おいても，彼が属していた上流階級の世界を捨てて，庶民の中に入りこんでし
まったことにある。
　1893年4月30日，当時7ランスの杜会を大きく揺すぶっていたアナキストた
ちの機関紙「ル・べ一ル・ペナール」帥は，貴族出身のロートレックを自分た
ちの味方とみなし，俗語まじりの言葉で彼のポスターを賞讃した。rロートレ
ックこそ勇気ある男だ。まことに立派なものだ。デッサン，色彩に気取りがな
い。黒，白，赤を大きくべた塗りにし，形態を単純化させる，これが彼の手法
だ。テーブルを前にした老いぼれの金持どもと，金をせしめようとその鼻っ面
を舐めましている女どもの薄汚い面を描くことのできる絵描きは彼だげだ。ロ
ートレックは『ラ・グリュ』，『歓喜の女王』，『ディヴァソ・ジャポネ』を，そ
して二度もブリュアンという酒場の親爺をポスターで描いた。一ともかく大
胆さ，意欲，辛辣さは見事というほかはない。上品ぶっていて，くそ面白くも
ない絵などは，もうご免こうむりたいものだ。彼の絵こそ，莫迦者どもにあっ
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と言わせるものだ」。鯛
　このアナキストたちの言葉は，ロートレックのポスターに対するその時代の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リト■ラフイ大衆の受取り方の一端を示してくれている。ロートレックのポスターや石版画
が，その時代の好尚と合致し得たのも，日本の芸術を糧として新しい独自の芸
術を創り上げた画家の溢れる悦びと，作品に深い人間性が満ちていたからだろ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　咀ト■ラフイう。今日われわれが，ロートレックのポスターや石版画に親近感を抱き，その
説得力に驚嘆するのも，理由はまさしく同じである。
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